
第844回大学院医学系研究科・医学部 倫理委員会A議事要録

日 時 2026年06月08日（月）15:00～16:10
場 所 WEB開催
出席者 梅﨑委員長、加藤副委員長、緒方、仲上、藤本、春名、廣田、蔵野、大島、奥川、本庄、犬塚、小

川、瀧川、松留、入江 各委員
欠席者 河添、佐々木 各委員
陪席者 上竹、小池、蔵並、深田、永山、勝又（以上、研究倫理支援室）

○前回の委員会議事要録の確認が行われた。

○報告事項
1.既に承認されている案件について、軽微な変更と認め委員長一任で承認した報告が行われた。（84件）

番号 申請者 所属 職名 研究課題

2019112NI-
(2)

石原 聡一郎 大腸・肛門外科 教授 家族性大腸腺腫症(FAP)に関する後方視的多施設共同
二次研究

10912-(9) 長谷川 潔 肝・胆・膵外科 教授 膵・消化管および肺・気管支・胸腺神経内分泌腫瘍の
患者悉皆登録研究（多施設共同前向き観察研究）

3715-(4) 濱本 優 こころの発達診
療部

助教 チックのコントロールに関連する神経心理学的検討

2023265NI-
(1)

南谷 優成 放射線科 助教 医療系学生によるがん教育の実践効果と生徒の学習能
力向上の評価

2124-(11) 小池 進介 こころの発達診
療部

教授 小児期に発症する精神神経疾患における臨床評価指標
及び神経心理学的指標の後方視的検討

2020410NI-
(3)

太田 実紀 臨床研究推進セ
ンター

特任講師 臨床研究中核病院における慢性腎臓病発症・進展の危
険因子探索のためのデータベース研究

2021418NI-
(6)

廣田 泰 女性診療科・産
科

教授 子宮内膜受容能検査（ERA)、子宮内細菌叢検査
（EMMA/ALICE)、子宮内細菌叢検査（子宮内フローラ
検査)、子宮内膜刺激術（SEET法）、二段階胚移植
法、タイムラプスが胚移植に与える影響に関する研究

10005-(6) 村上 健太郎 社会予防疫学 教授 日本人の食塩摂取量減少のための生体指標を用いた食
事評価による食環境整備に関する研究（塩研究）

2024010NI-
(2)

五十嵐 正樹 糖尿病・代謝内
科

講師 高用量NMN試験におけるNAD関連代謝物と生理的老化に
関わる各種測定項目との相関の検討

2024248NI-
(2)

脇 嘉代 臨床情報工学 教授 計画的行動理論を用いた2型糖尿病（T2DM）患者の食
物繊維摂取量増加に関する信念、障壁および促進要因
の検討

2021414NIe
-(3)

高原 楠昊 消化器内科 助教 膵腺房細胞癌の実態調査-多施設共同研究-

2022230NI-
(4)

笠井 清登 精神神経科 教授 青春期の健康・発達に関するコホート調査の第五期調
査―東京ティーンコホートサブサンプルスタディー―

11869-(2) 近藤 健二 耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

教授 好酸球性副鼻腔炎に対する手術治療および保存的治療
の予後調査

2024161NI-
(2)

長谷川 潔 肝・胆・膵外科 教授 大腸癌肝転移に関する至適術式に関する検討 -国際2
機関共同研究-

2021348NI-
(3)

吉川 健啓 コンピュータ画
像診断学／予防
医学（寄付講
座）

特任教授 脳画像データを用いた時系列データ解析と脳の加齢性
変化および生活習慣病に関する研究

2021381NI-
(4)

本庄 恵 眼科 教授 ニューロイメージングを用いた視機能解明

2094-(22) 笠井 清登 精神神経科 教授 血液・唾液・尿中のタンパク・アミノ酸解析による精
神神経疾患の成因に関する基礎的研究

2024375NI-
(2)

伊東 伸朗 難治性骨疾患治
療開発講座（社
会連携講座）

特任准教
授

後縦靭帯骨化症（OPLL）の疾患モニタリング研究



2024373NI-
(3)

伊東 伸朗 難治性骨疾患治
療開発講座（社
会連携講座）

特任准教
授

保険診療データを利用した本邦の後縦靭帯骨化症
（OPLL）の診療状況解析

10461-12-
(3)

牛久 哲男 病理部・人体病
理学・病理診断
学

教授 病理組織検体を用いた臨床研究（包括的申請）
下部消化管腫瘍の原発巣及び転移巣を対象とした病理
組織学的及び分子病理学的検討

2025226NI-
(2)

吉田 唯 生物統計学/疫
学・予防保健学

助教 CKD 患者における病態説明・生活支援・治療説明のア
プリケーション開発研究

11168-(3) 網谷 英介 高度心不全治療
センター

准教授 大型血管炎（高安動脈炎と巨細胞性動脈炎）の診断・
治療の現状と有効性に関する前向き観察研究（多施設
共同前向き観察研究）

11747-(12) 高原 楠昊 消化器内科 助教 内視鏡的逆行性膵胆管造影およびその関連手技におけ
る胆管深部挿管成功率および偶発症の検討

2023125NI-
(3)

江頭 正人 医学教育国際研
究センター医学
教育学部門

教授 仮想現実技術 (VR) を用いた新生児蘇生法習得のため
の教材開発とその学習効果の検証

2023198NI-
(1)

橋本 英樹 保健社会行動学 教授 インドネシアの西ジャワ州における一次養育者による
子供のワクチン接種決定における行動的および社会文
化的属性

2025260NI-
(1)

土井 研人 救急科 教授 救急集中治療における臨実意思決定支援（Clinical 
Decision Support; CDS）アルゴリズムの性能・有用
性評価に関する研究

3375-(13) 吉内 一浩 心療内科 准教授 心療内科診療記録を利用したデータベースの包括的後
ろ向き解析

2024440NI-
(1)

石川 俊平 衛生学 教授 単細胞レベルの空間的遺伝子発現解析を用いた膵癌に
おける腫瘍内不均一性および細胞動態の検討

2024435NIe
-(1)

野口 麻衣子 高齢者在宅長期
ケア看護学

准教授 在宅療養高齢者の「緊急入院」および「外傷を伴う転
倒・転落」のリスク予測と予防ツールの開発

2024325NI-
(1)

高橋 麻理子 総合文化研究科 助教 食品に対する嗜好の形成メカニズムの解明

10842-(6) 山道 信毅 予防医学セン
ター

准教授 ピロリ菌除菌後健康人における胃粘膜DNAメチル化レ
ベルを用いた胃がん発生高危険群の捕捉に関する多施
設共同前向きコホート研究（多施設共同研究）

2025361NI-
(2)

田口 歩 女性外科 特任講師 婦人科悪性腫瘍におけるDNAメチル化と分子病態・臨
床転帰に関する包括的解析研究

2021349NI-
(4)

吉内 一浩 心療内科 准教授 神経性やせ症に対する認知行動療法の無作為比較試験

2025348NIe
-(1)

長谷川 潔 肝・胆・膵外科 教授 膵癌における腹腔細胞診（CY）陽性の予測因子を探索
する全国多機関症例集積後方視的研究 -日本膵臓学
会プロジェクト研究-
A nationwide multi-institutional retrospEctive 
study to iNvestigate predictors of positive 
peritOneaL CYtology in pancreatic Cancer 
(CYCLONE study)
-A project study of Japan Pancreas Society-

2023372NIe
-(5)

藤城 光弘 消化器内科 教授 酸分泌抑制薬投与前後の食道胃接合部の柵状血管の視
認性の変化に関する多機関共同前向き観察研究

2024397NI-
(1)

新美 芳樹 早期・探索開発
推進室

副室長 抗アミロイド抗体薬使用における実臨床上の課題を明
らかにするためのアンケート調査研究

2025014NI-
(1)

西 裕志 腎臓・内分泌内
科

准教授 肝移植後患者における腎予後および生命予後に関する
疫学的検討

2025264NI-
(1)

佐藤 謙一郎 認知症共生社会
創成治療学（寄
付講座）

特任講師 新規アルツハイマー病治療薬の社会実装に関するデー
タ分析研究

0892-(9) 濱本 優 こころの発達診
療部

助教 トゥレット症候群及び近縁疾患における臨床症状評価
及び神経心理学的指標の検討



3132-(8) 濱本 優 こころの発達診
療部

助教 チックへの本人の対処に関する調査研究

3424-(8) 濱本 優 こころの発達診
療部

助教 チック障害への認知行動療法の効果の検討

11622-(4) 吉内 一浩 心療内科 准教授 日本語版 Psychosocial Assessment of Candidates 
for Transplantation (PACT)を用いた造血幹細胞移植
における心理社会的因子と移植後結果の関連の検討

2024176NI-
(5)

入山 高行 女性診療科・産
科

准教授 早発型妊娠高血圧腎症発症後の経時的な血清バイオ
マーカーの値に着目した、母児の重症化転帰および分
娩時期との関連の検討

3661-(13) 辻 陽介 消化器内科 講師 光学医療診療部診療記録を利用したデータベースの包
括的後ろ向き解析

10683-(15) 辻 陽介 消化器内科 講師 消化器内視鏡に関連する疾患、治療手技データベース
構築（多機関共同 前向き 観察研究）

2025132NI-
(1)

西 大輔 精神保健学 教授 不登校の子どもやその家族のメンタルヘルスと就労へ
の影響に関する調査

2024039NIe
-(1)

竹上 未紗 公衆衛生学 講師 持続気道陽圧呼吸(CPAP)療法施行中患者の残存眠気に
関する検討

2024037NIe
-(1)

竹上 未紗 公衆衛生学 講師 持続気道陽圧呼吸(CPAP)療法中のデータベースから得
られた機器関連パラメーターと患者のアドヒアランス
の関連を検討する研究

2024038NIe
-(1)

竹上 未紗 公衆衛生学 講師 持続気道陽圧呼吸(CPAP)療法中患者の睡眠導入剤使用
頻度とCPAPアドヒアランスの関連を検討する研究

2024030NIe
-(2)

中西 弘毅 検査部 講師 左室駆出率保持型心不全の正確な診断アルゴリズムの
確立に向けた多施設共同研究

2025491NIe
-(1)

康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 栃木県の地域医療提供体制に関する政策研究及び臨床
疫学研究

2025486NI-
(1)

犬塚 亮 小児科 准教授 画像情報を用いた小児用補助人工心臓EXCORの動作状
態評価に関する前向き観察研究

2024380NI-
(4)

石原 聡一郎 大腸・肛門外科 教授 切除不能大腸癌における血中循環腫瘍DNAを用いた逐
次的がん遺伝子パネル検査の臨床的有用性を評価する
観察研究 JAGUAR試験: JACCRO PM-01

2019239NI-
(3)

石原 聡一郎 大腸・肛門外科 教授 後方視的観察研究による日本人リンチ症候群の 大腸
病変に対する消化器内視鏡研究

2025206NI-
(1)

皆月 隼 国際検診セン
ター

講師 肺腫瘍塞栓性微小血管症（PTTM）の臨床的特徴と予後
に関する検討

2024323NI-
(4)

廣田 泰 女性診療科・産
科

教授 不育症に対するβ2GPIネオセルフ抗体検査の有用性の
検討

2021249NI-
(3)

橋爪 真弘 国際保健政策学 教授 2018年～2020年のエボラ出血熱パンデミック前後のコ
ンゴ民主共和国（DRC）におけるUHC及びアウトブレイ
ク対応の進捗と2030年に向けたUHCの予測

2025210NI-
(2)

西 大輔 精神保健学 教授 日本の周産期プライマリケアにおける助産師支援型イ
ンターネット認知行動療法の実装における障壁と促進
要因に関するステークホルダーの見解： 実装研究の
ための統合フレームワークを用いた質的研究

2024407NI-
(1)

柴沼 晃 国際地域保健学 講師 モンゴルの病院における帝王切開実施率の比較と関連
要因

2021024NI-
(2)

柴沼 晃 国際地域保健学 講師 カンボジアにおける、地域に根ざしたART普及モデル
がHIV陽性者のQOL向上や心の健康増進に与える影響：
準試験的研究

2021116NI-
(6)

雨宮 史織 放射線部 准教授 MRI新規撮像シーケンスの有効性検証

2023148NI-
(10)

櫻谷 あすか デジタルメンタ
ルヘルス（社会
連携講座）

特任講師 労働者を対象とした心理教育プログラムの心の健康へ
の効果検証



2024472NIe
-(1)

宮川 卓也 皮膚科 講師 進行期BRAF陽性悪性黒色腫（メラノーマ）に対する免
疫チェックポイント阻害薬またはBRAF/MEK阻害薬を先
行する逐次療法の実臨床における薬剤選択や有用性を
探索する多機関共同前向き観察研究（B-CHECK-SW 
study）

2018005NI-
(4)

宮本 有紀 精神看護学 准教授 ワーク・ライフ・バランスの向上を目指したプログラ
ムの受講による労働者とその配偶者の健康支援に関す
る研究：無作為化比較試験（多施設共同研究）

3545-21-
(1)

名倉 豊 輸血部 副臨床検
査技師長

輸血部における測定試薬および機器の評価と精度管理
（包括的申請）（3545） 
HCV抗原測定試薬の基礎性能検討

2024359NI-
(3)

山本 則子 高齢者在宅長期
ケア看護学

教授 訪問看護領域における「在宅看取りの職場内教育」用
研修プログラムの開発

2020345NI-
(6)

上田 泰己 システムズ薬理
学

教授 睡眠時無呼吸症候群の簡易診断に向けた技術開発

2023136NI-
(3)

新美 芳樹 早期・探索開発
推進室

特任准教
授

認知症の人に対する訪問リハビリテーション 実践プ
ロトコルの効果検証研究

2024211NI-
(8)

東 尚弘 公衆衛生学 教授 がん診療連携拠点病院等に勤務する医療従事者に対す
る質問票調査：パイロット研究

3372-(10) 山下 英臣 放射線科 准教授 各種疾患に対する放射線治療効果についての診療録の
データベースを利用した包括的後ろ向き研究

2024246NI-
(3)

田口 慧 泌尿器科・男性
科

准教授 泌尿器癌に対する薬物療法に関する多機関共同研究

2025396NI-
(1)

高原 楠昊 消化器内科 助教 膵疾患（無症候の膵形態異常と膵酵素値異常を含む）
と関連する因子及びアウトカムの検討

2020427NI-
(6)

平川 陽亮 腎臓・内分泌内
科

助教 慢性腎臓病患者に関する包括的データベース(J-CKD-
DB, J-CKD-DB-Ex)の二次解析による、慢性腎臓病患者
の特徴と合併症の検討

1302-(14) 建石 良介 消化器内科 准教授 肝臓疾患に関与する遺伝子とタンパク質の探索に関す
る研究

2023216NIe
-(5)

伊東 伸朗 難治性骨疾患治
療開発講座（社
会連携講座）

特任准教
授

常染色体顕性（優性）低カルシウム血症1型及び2型
（ADH1/2）の疾患モニタリング研究（DMS）

11538-(11) 入山 高行 女性診療科・産
科

准教授 胎盤異常に起因して発症する産科疾患におけるストレ
スシグナル伝達機構の関与の検討

2024510NI-
(2)

脇 嘉代 健康行動情報・
治療学

教授 既存食事データを用いた食事評価用AIの学習および精
度向上に関する検討

2025483NI-
(1)

廣田 泰 女性診療科・産
科

教授 子宮内細菌叢検査が有効な患者集団の同定と最適な治
療戦略の検討に関する後方視的研究

2023343NI-
(7)

東 尚弘 公衆衛生学 教授 がん対策・医療の充実のための診療関連データベース
の構築と活用に関する研究

11697-(15) 森田 健太郎 リハビリテー
ション部

助教 デイホスピタルにおける心理社会的介入が予後に及ぼ
す効果の検討

3501-35-
(1)

康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC （Diagnosis Procedure Combination） レセプ
ト・データを用いた臨床疫学研究（包括申請： 
3501） 動脈瘤性くも膜下出血に対するクラゾセンタ
ンの治療効果

2018037NI-
(6)

建石 良介 消化器内科 准教授 組織学的に診断された「アルコール性」でない脂肪肝
炎(non-ASH steatohepatitis, non-ASH-SH)の
registry研究

2020059NI-
(2)

小野 稔 心臓外科 教授 日本におけるEXCOR Pediatricに関連した市販後の
データ収集

2019300NI-
34-(1)

村山 敬祐 検査部 臨床検査
技師

検査部における新規測定試薬および測定機器の評価
（包括的申請：2019300NI)
アキュラシード用性腺関連測定試薬の基礎性能の検証

2.有害事象の報告が行われた。（1件）



番号 申請者 所属 職名 研究課題

2024442NI-
(6)

脇 嘉代 臨床情報工学 教授 2型糖尿病患者の食習慣の改善を目的としたスマート
フォンアプリ活用の有用性の予備的評価

3.終了報告について、委員長一任で確認された。（11件）

番号 申請者 所属 職名 研究課題

3333-159-
(5)

保田 奈緒美 検査部 臨床検査
技師

検査部における新規測定試薬および測定機器の評価
(包括的申請)
「ダラツムマブおよびエロツズマブ抗体試薬の性能評
価(追加申請)」

2019300NI-
26

保田 奈緒美 検査部 臨床検査
技師

検査部における新規測定試薬および測定機器の評価
（包括申請）キャピラリー電気泳動法による蛋白分画
ならびにM蛋白同定法「イムノタイピング」の有用性
評価

2021150NI-
(1)

小川 純人 老年病科 教授 人生の最終段階における臨床経過ならびに死の徴候に
関する研究

2021050NI-
(6)

高原 楠昊 消化器内科 助教 悪液質を有する切除不能進行膵癌に対する経口グレリ
ン様作用薬の前向き観察研究

2022196NI 牛久 哲男 病理部・人体病
理学・病理診断
学

教授 DNA/RNAパネル検査に適した病理組織検体の取り扱い
方法の改良

11979-(5) 吉内 一浩 心療内科 准教授 過敏性腸症候群に対するビデオ教材を併用した認知行
動療法プログラムのランダム化比較研究

2024234NI-
(2)

槙田 紀子 腎臓・内分泌内
科

准教授 日本内分泌学会男女共同参画事業100周年記念事業ア
ンケート調査

2020203NI-
(4)

宮川 卓也 皮膚科 講師 ニボルマブ＋イピリムマブで治療される悪性黒色腫患
者における
腸内細菌代謝産物の臨床的意義に関する前向き観察研
究

2023203NI-
(1)

磯部 環 看護管理学 助教 看護職の「仕事‐組織パーパス結合感」に関する研究

2022163NI-
(2)

代田 悠一郎 検査部 講師 脳磁図検査における正常亜型波形発生のメカニズムに
関する逆問題解析アプローチ

2023062NI-
(3)

平田 崇 クリニカ
ル リ
サーチ 
マネ
ジャー

SELECT-LIFE 抗肥満薬の長期的効果を評価する
SELECTの追跡調査

4.追加申請について、委員長一任で承認した。（2件）

番号 申請者 所属 職名 研究課題

3501-40 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC（Diagnosis Procedure Combination）レセプト・
データを用いた臨床疫学研究（包括申請：3501） 唇
顎口蓋裂手術時の予防的抗菌薬投与と術後感染症の関
連についての分析

3501-41 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC（Diagnosis Procedure Combination）レセプト・
データを用いた臨床疫学研究（包括申請：3501-(6))
＜産科DICに対してトロンボモジュリン製剤および蛋
白分解酵素阻害薬の使用は有効か？＞

5.研究登録について、委員長一任で確認された。（4件）

番号 申請者 所属 職名 研究課題

2025190NIe 笠井 清登 精神神経科 教授 PADNIを含む高齢者神経疾患の大規模画像研究の基盤
となるデータベース構築及びデータの活用法の開発研
究

2026128NIe 磯部 環 看護管理学 助教 入退院支援における退院調整看護師と退院患者受け入
れ先スタッフの認識の解明



2026127NIe 藤代 準 小児外科 教授 Hirschsprung病類縁疾患における中央病理診断の確立
と臨床・病理学的解析

2026174NIe 山口 諒 薬剤部 助教 ナショナルアクションプランによる抗菌薬使用動向の
変化：国公立大学附属病院感染対策協議会による全国
調査

○議事
1. No.2026171NI（新規） 澤野 晋之介（ 代表）「ＡＩ連携型チャットコンサル

テーションの有効性に関する後ろ向き観察研究」

[直接審査][外部案件] [一括審査]
研究代表者の  澤野 晋之介氏の研究の概要、共同研究機関間の連携体制、一括審
査依頼機関について説明が行われた。
【研究の科学的合理性の確保の観点から】 より、AI支援の概要について質問があり、内容の確認を行っ
た。
【研究対象者の保護・安全性の保持の観点から】一般の立場である委員 より、研究対象者の範囲
について質問があり、内容の確認を行った。
【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】等の観点から自然科学の有識者である委
員 より、研究デザインとインフォームド・コンセント等の手続きについて質問があり、内容の確
認を行った。
【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】等の観点から より、AI支援の現
状、作業時間の記録方法について質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】等の観
点から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・一括審査依頼状等の取り扱いについては研究代表者の責任において収集・保管すること
・覚書の第１２条の規定に従い、実施状況報告、終了届の提出等を適切に実施すること
・実施機関において実施許可を得た上で、安全かつ適切な実施に努めること

2. No.2026152NI（新規） 大江 和彦（医療AI・デジタルツイン開発学（寄付講座）・特任教授）「産後うつの
デジタルバイオマーカー探索と検証：乳児の泣き声と親の認知バイアスに着目した前向き観察研究」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】等の観
点から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

3. No.2026132NI（新規） 大西 弘高（医学教育国際研究センター医学教育国際協力学部門・講師）「小児科医
による小児医療における治療的・管理的推論：現実主義的質的研究」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】等の観
点から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

4. No.2026134NI（新規） 橋本 英樹（保健社会行動学・教授）「生活保護受給に伴う社会的スティグマが医療
専門職の臨床判断プロセスに与える影響の定量的解明：予備調査」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】等の観
点から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

5. No.2026162NI（新規） 土井 研人（救急科・教授）「持続的腎代替療法（CKRT）における至適治療条件に関
する探索的前向き観察研究 －CKRT治療条件の統合評価システム構築－」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】等の観
点から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

6. No.2026163NI（新規） 近藤 健二（耳鼻咽喉科・頭頸部外科・教授）「顔面神経麻痺リハビリテーションア
プリの開発および、AI自動評価と専門医評価の妥当性検証」



[一括審査]
担当の委員から研究の概要、共同研究機関間の連携体制、一括審査依頼機関、個別審査における審査内容およ
び経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説明が行われた。
【研究対象者の保護・安全性の保持】【個人情報の保護】等の観点から一般の立場である委員 よ
り、説明文書における動画データ等の二次利用に関する記載について質問があり、内容の確認を行った。
引き続き、 より説明文書の記載事項について指摘があり、出席委員にて討議を行い、本委員会における
指摘事項への回答と、訂正を加えた申請書および添付資料の提出を受けた上で、委員長一任で承認することが
確認された。

【指摘事項】
・説明文書のデータ二次利用に関する記載を修正すること

【附帯事項】
・一括審査依頼状等の取り扱いについては研究代表者の責任において収集・保管すること
・新規申請・変更申請においては、審査結果および承認事項について、各研究共同機関に周知すること
・各研究共同機関では、実施機関の長から機関ごとの実施許可を取得しなければ、研究を開始できないこ
とに注意すること
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

7. No.2026165NI（新規） 笠井 清登（精神神経科・教授）「大規模災害発生時における災害医療拠点病院看護
職員の健康指標開発に向けた実態調査」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】等の観点から より、研究資金の妥
当性、質問内容とinclusion criteriaの関係について質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】等の観
点から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと
・研究対象者に対する質問項目の妥当性について再確認すること

8. No.2026137NI（新規） 山本 則子（高齢者在宅長期ケア看護学・教授）「哲学対話プログラムが看護師の自
己認識と実践態度に与える影響：探索的準実験研究」

[一括審査]
担当の委員から研究の概要、一括審査依頼機関、共同研究機関間の連携体制、個別審査における審査内容およ
び経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】等の観
点から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・一括審査依頼状等の取り扱いについては研究代表者の責任において収集・保管すること
・新規申請・変更申請においては、審査結果および承認事項について、各研究共同機関に周知すること
・各研究共同機関では、実施機関の長から機関ごとの実施許可を取得しなければ、研究を開始できないこ
とに注意すること

○その他
・事務局より、逸脱報告について2件 報告を行った。
・2023148NI-(9) 櫻谷 あすか（デジタルメンタルヘルス（社会連携講座）・特任講師）「労働者を対象とした
心理教育プログラムの心の健康への効果検証」  
発生した当該逸脱は重大ではなく、【研究対象者の保護・安全性の保持】の観点から、適切な対処が行われて
いることにより研究の継続に問題はないと判断された。

・2023377NI 奥原 剛（医療コミュニケーション学・准教授）「減量プログラム参加者における目標の特徴と減
量との関連」
発生した当該逸脱は重大ではないが、委員長より、再同意取得が必要であると指摘がなされた。

・事務局より、一括審査外部委託案件について18件報告を行った。

以 上




